様式第23号(第2条関係)
住宅の熱損失防止改修工事に伴う固定資産税減額申告書
    年    月    日

（あて先）松江市長

　　　　　　　　　　　　　　　　申告者（納税義務者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所（所在） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名（名称） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　個人番号（法人番号）

電話番号

　地方税法附則第15条の9第9項又は第10項の規定により、次の家屋に係る熱損失防止改修工事に伴う減額措置の適用について、事実を証する書類を添えて申告します。

	家屋の所在
	松江市　
	家屋番号
	

	種類（用途）
	構　造
	床　面　積

	
	
	居 住 部 分

　
	その他の部分


	計


	家屋の建築年月日
	登記年月日
	改修工事が完了した日

	 FORMDROPDOWN 
 
	 FORMDROPDOWN 
 
	  

	改修工事の内容

(該当する□に印を記入)

※ 窓の断熱改修工事は必須
	　 FORMCHECKBOX 
 窓の断熱改修工事　　　　　 FORMCHECKBOX 
 床等の断熱改修工事

　 FORMCHECKBOX 
 天井等の断熱改修工事　　　 FORMCHECKBOX 
 壁の断熱改修工事

	改修工事に要した費用

※ 60万円を超えたものが対象
	       円

	※ 改修工事完了後3か月以内に申告書を提出できなかった場合には、その理由を記入してください。

　     

	【添付書類】

　□ ア 建築士、指定確認検査機関、登録住宅性能評価機関又は住宅瑕疵担保責任保険法人による証明書

　□ イ 納税義務者の住民票の写し

　　※ イについては、以下の「現住所等確認欄」にて同意された方は省略となります。

	【現住所等確認欄】

　本申告書の記載内容を審査するにあたり、松江市において納税義務者の現住所を確認することに
　　　　　　　 FORMCHECKBOX 
同 意 し ま す　　 FORMCHECKBOX 
同 意 し ま せ ん
※ 該当するものにチェックしてください。



＊記入方法については、裏面に掲載してあります。

記入方法
１．「申告者（納税義務者）」の欄には、熱損失防止改修工事に伴う減額措置の適用を受ける家屋の納税義務者の住所（所在）・氏名（名称）・電話番号を記入してください。

２．「家屋の所在地」等の欄には、所在地・地番・家屋番号・種類（用途）・構造・床面積・建築年月日・登記年月日・改修工事完了日・改修工事の内容（該当工事にチェック）・改修工事費用をそれぞれ記入してください。

　なお、改修工事完了後３か月を経過した後に申告書を提出する場合は、提出できなかった理由を記入してください。

＜記入例＞

	家屋の所在地
	松江市　末次町86番地
	家屋

番号
	　86番

	種類（用途）
	構　造
	床　面　積

	専用住宅
	木　造
	居 住 部 分
　123.45　㎡
	その他の部分
0　㎡
	計
123.45　㎡

	家屋の建築年月日
	登記年月日
	改修工事が完了した日

	昭和 62 年 10 月 20 日
	昭和 62 年 10 月 28 日
	令和 3 年 11 月  1 日

	改修工事の内容

(該当する□に印を記入)

※ 窓の断熱改修工事は必須
	　☑窓の断熱改修工事　　　　  ☑床等の断熱改修工事

　□天井等の断熱改修工事　　　☑壁の断熱改修工事

	改修工事に要した費用

※ 60万円を超えたものが対象
	700,000円

	※ 改修工事完了後3か月以内に申告書を提出できなかった場合には、その理由を記入してください。

	【添付書類】

　☑ ア 建築士、指定確認検査機関、登録住宅性能評価機関又は住宅瑕疵担保責任保険法人による証明書

　☑ イ 納税義務者の住民票の写し

　　※ イについては、下記「現住所等確認欄」にて同意された方は省略となります。

	【現住所等確認欄】

　本申告書の記載内容を審査するにあたり、松江市において納税義務者の現住所を確認することに
　　　　　　　☑同 意 し ま す　　□同 意 し ま せ ん
※ 該当するものにチェックをしてください。


